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○求人状況について 

 ７月１日に求人票公開が解禁となりました。現在のところ、進路室で把握している栗原・登

米管内分では、例年並の求人数となっています。今年度の傾向として、来校して求人票を届け

に来る企業や会社説明に足を運んでくださる企業がかなり増えています。どの企業も良い人

材、特に高校生には「素直さ」を求める企業が多いようです。 

 
○高卒求人票を見てみよう 

 栗原・登米・一関等近隣の地域の求人票は進路室前で閲覧することができます。仙台市や県

外の求人票も進路室前のPCで検索して閲覧することができます。また、今年度から本格的に導

入された「Handy進路指導室」では、iPadを使用して自宅でもじっくり求人票を調べたり見比

べたりすることができるようになりました。ぜひ活用してください。求人票には、仕事内容、

給料、福利厚生、就業場所、働きやすい職場環境など様々な情報が詰まっています。ひとそれ

ぞれ大切にする部分があると思いますので、自分が納得して働ける会社を選んでください。 

 
○応募前企業見学に積極的に参加しよう 

 本校では就職試験を受ける前に、例外を除いて、受験する企業を訪問して企業見学を行わな

くてはなりません。同じような業種でも、必ず何社か企業訪問をして比べてみてください。 

職場の雰囲気や通勤方法、時間など自分の目で見て肌で感じてきましょう。 

 
○就職希望３年次生へ 

 この夏休みの過ごし方がとても大切になります。やるべきことは何なのか、優先順位をつけ

て過ごしてください。面接対策や履歴書の作成、筆記試験対策や作文練習などはこの期間中に

準備を進めておきましょう。８月末には履歴書の提出や模擬面接が待っています。夏休み中も

学校へ登校し、担任・進路部の先生と頻繁に相談し、 

情報共有をするようにしましょう。 

 （進路指導部） 

 

夏休みを有意義に!            ～求人状況について～            

 進学希望の皆さんへ 
１ 一般受験に対応できる学力を身につける 
  総合型選抜や指定校推薦を希望する場合でも、入学すれば一般入試を受けて入って 

 きた学生と同じ授業を受けることになります。入学してから苦労しないようにしっかりと勉強しましょう。 

 

２ 入試方法を詳しく調べておく 
 志望校の入試方法については、オープンキャンパスに行ったことのある学校でも、再度確認しておくと 

 安心です。最近では、Webから必要な書類や願書をダウンロードしたり、Webで出願する学校も増えて  

 います。自分自身で最新の情報を集めるようにしましょう。 

 

３ １・２年次の皆さんへ 
 課外講習や模擬試験に積極的に参加し、一般受験に臨める学力を身につけましょう。課外講習はあくまできっかけ 

 作りです。課外が終わった後でも、家庭学習を続けていくことが大切です。また、長期休業中に色々な学校でオープ 

 ンキャンパスが開催されています。早い時期から色々な上級学校に足を運ぶことも大切です。 



  ７・８月の進路活動の予定 
  

 ７/２９ （月） ３年次登校日 

 ７/２９ （月） ～８／１（木） １・２・３年次夏期課外講習、１・２年次 D3学習会 

 ８/１９ （月） ３年次登校日  

          [就職]「就職応募申込書」締切日 

         ※就職応募申込書は8/19以前でも提出可能です。ただし、担任の先生 

         が出張等で不在の場合もあるので、提出日の日程調整を行ってください。） 

 ８/２１ （水） 全校集会、 １・２年次 基礎力診断テスト（英・数・国） 

 ８/２８ （水）～８/３０（金） [就職]校内面接練習会 

 ８/２９ （木） [就職]「誓約書」「履歴書」締切日 
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    私の進路選択  （英語・教諭 本田 直崇 ） 

  
  「進路を決める」というのは、とても難しいことですね。自分が何をしたいのか自分でもよ

く分からなかったり、自分が働く姿なんて想像できなかったり・・・。私自身、高校生になっ

ても将来の夢は無く、「大人になった自分はどんな仕事をしているんだろう」とよく考えてい

ました。（もちろん、教師になりたいとも考えていなかったので、高校生の自分が今の私を見

ると、きっとびっくりすると思います。）そのため、皆さんの中ですでに将来学びたいことが

ある人や、自分がどんなことに情熱を注ぎたいかが分かっている人は、とても立派だと思いま

す。私は大学生になり就活が目の前に迫ってきてからようやく、「自分の好きなこと・頑張り

たいと思うことは英語だな」、「好きな英語を使いながら、進路決定など人生の大切な選択を

する高校生を支えられたら良いな。」と考えるようになり、教員の道を選ぶようになりまし

た。 

 いざ教師として働いてみると、当初の思い通りに、常に身近に英語がありながら、高校生の

成長を間近で見られ、日々とてもありがたく感じています。その一方、就職する前の自分が想

像もしていなかったような、うれしいことや辛いことも多々あり、「実際に働いてみないと分

からないことも多いな」と自分の考えの浅さによく気づかされます。 

 とある先輩教員が、「教師は退屈しない仕事だ」と言っていました。それが良い意味なの

か、悪い意味なのか、先輩の真意は不明です（良い意味であると私は思い込んでいます）が、

「退屈しない仕事」という点においては、私も同意見です。教員というのは、良くも悪くも思

い通りにいかない日々が続き、多くのことを学ぶことができる職業だと思います。私自身、ま

だまだ未熟な教員ですが、これまで生徒と一緒に部活動に取り組んだこと、自分のクラスを持

ち、生徒とともに進路選択に頭を悩ましながら過ごしたことなど、たくさんの経験が私自身の

心の糧になっていると信じています。大学生の私が思いもしなかったような、多くの「まさ

か」な経験の連続で、当時はよく「しんどいな」と思いながら過ごしていましたが、振り返っ

てみると、経験してよかったと思えることばかりです。つくづく「進路」というものは、仕事

が決定したら終わりというものではありませんね・・・。10年、20年後にも「良い進路だっ

た」と思えるように、私も今でも奮闘中です。 


